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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２３年　２月　２６日　（土）
司会者　小向　由紀　　　記録　加藤　敦子

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	三浦
	佐々木
	平間
	川守田

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	公休
	年休
	準夜
	○
	欠勤
	公休
	年休
	深夜

	久保
	天間
	橋本
	藤原
	田ノ上
	高橋
	山地
	上野（雅）
	佐々木（孝）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	休憩
	休憩
	公休
	CD留守
	公休
	休憩
	準夜
	公休

	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原（麻）
	貝塚
	小笠原（実）
	大嶋

	年休
	○
	A留守
	深夜
	　

公休
	公休
	公休
	CD留守
	CD留守

	鈴木
	沼山
	小島
	
	　　　　
	
	
	
	

	公休
	深夜
	公休
	
	
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。
＜連絡事項＞

＜患者様連絡事項＞
・北山　和子様～腹部膨満あり、グル音微弱であることで昨日点滴処方となっていました。本日、主治医診察。昨日より排便何度もあり腹部膨満改善されていることから、本日の点滴はなしとの事です。

　　　　　　　　排便状況の確認を行い、便秘の無いよう観察していきましょう。

・藤田　金弘様～昨日の胸部レントゲンの結果は改善傾向となってきています。症状の観察や食事摂取量の確認をおこなっていきましょう。

・橋本　万様～昨日、夕より下記臨時薬が継続処方、軟膏処置が継続との指示が出ていま

す。２８日(月)採血指示あります。検査指示箋は佐藤さんへ提出している為、２８日スピッツをもらってきてから採血お願いします。

・吉田　寿雄様～2/25、血糖測定器(針・チップ)注文しています。こちらの発注は私物伝表にて、医事に発注となりますので周知お願いします。

・丸屋　庄司様～食事摂取量が少ないことで昨日点滴２本処方となっていましたが、本日も食事が取れず、点滴３本追加処方となっています。

①ヴィーンＤ500ml＋アスコルビン酸1A＋ダイビタミックス1A

②ソリタＴ３500ml

③ヴィーンＤ500ml

　　　　　　　　5時間で落とすよう指示あります。症状の観察おこなっていきましょう。

　　　　　　　　また、便への血液付着が２日くらい前からあるようです。出血の有無、出血場所を密に観察していきましょう。

・河村　勝男様～本日、妻様の面会あります。

　　　　　　　　妻様より、医療費（個室使用料）について、理解不十分な点が多い発言が聞かれています。医事Ｔと電話で話しているようですが、理解が得られないようで、月曜～金曜までの間に一度PSWにお電話頂きたい事伝えています。

＜ＳＳＴ評価＞
・Ａユニット
ウォーミングアップ：SSTとは？

テーマ：短期目標評価
　　　　　全体の総括：小笠原芳郎様は自分の目標を突然英語で話す事あり、表情は良い。自己評価は70点と話し、出来なかった部分として「言葉が悪い」と話す。

　　　　　　　　　　　川井ツセ様は声掛けに参加し、自己評価を20点と話しています。他者より20点満点だからと言われニッコリすることあります。

　　　　　　　　　　　女性の方は積極的に手を挙げ発言していますが、男性の方は目標を覚えていても手を挙げない方がほとんどです。

　　　　　　　　　　　自己評価の低い方には他己評価も加え、自信を持って頂いています。
・Ｂユニット
ウォーミングアップ：SST会話時のポイント

テーマ：短期目標評価

全体の総括：各自、目標を確認し一人一人前に出て挨拶して頂いています。

　　　　　　晴山長司様はロールプレイをお願いしていますが拒否見られ、自己評価では100点と話す事あり。

　　　　　　玉井悠策様は自己評価を0点と話す事あり、他己評価にてアップし、表情良く参加しています。

　　　　　　皆さん、元気と笑顔、拍手があったりと明るい雰囲気で行なっています。
・ＣＤユニット
ウォーミングアップ：個別にて実施しています。

テーマ：短期目標評価
全体の総括：吉田光男様は表情良く笑って自己評価を80点と話しています。

　　　　　　山田典子様は「9割できたと思う」と話し、出来なかった1割は相手の返事がなく一方通行だった事を話されています。

　　　　　　ほとんどの方が目標を忘れており確認振り返りをおこなっています。細かく状況設定する事で、大半の方が自己評価できていました。 

＊次回のSSTは3月に短期目標設定となります。

平成２２年度末担当業務報告　　　　　　　　　　　　　担当者：記載者　　加藤　敦子

＜担当業務＞

・新聞購読

＜業務内容＞

・病棟内の患者様が新聞購読を希望された際、手続きを行う。

・患者様の名簿の把握。
・定期的に患者様名の確認を行う。
　・入院された方の購読（購読の確認）の確認と、転棟されてきた患者様の購読（以前は購読していたかの確認）
＜年間業務＞
　・年３回(６月・１０月・２月)　に名簿のチェックを行い、名簿の更新をして行く。

　・購読者でない方が読んでいる場合もある為、他患者様とトラブルとならないよう、スタッフ側より購読をすすめる。
＜業務報告＞

　・Bユニットから、CDユニットへ移動している患者様については購読中止の手続きをしている。　

＜来年度に向けての改善点及び行動計画＞

・新聞を読む会の会員の方と分けず、Aユニット・Bユニットの患者様、（個人で新聞購入している患者様以外）全員に購読料を支払って頂き皆が見れるようにする。

　患者様同士のトラブル防止にもなり、全員がいつでも見る事が出来る。

　現在、小人数の為、一人当たりの購読料が高いが、全員で割る事により１００円未満で安く済む。御家族様への了承が必要な為、次年度担当者は、検討していく。

　・引き続き、年間業務を遂行していく。

